
急
支
援
を
実
施
し
ま
す
。（
派
遣
主
体
：

岩
手
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
推
進
機

構
ー
本
部
長
：
岩
手
県
知
事
、
事
務

局
：
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
・
精
神

保
健
福
祉
士
・
保
育
士
な
ど
の
福
祉
専

門
職
の
う
ち
、
所
定
の
研
修
を
修
了
し

た
方
が
チ
ー
ム
員
と
し
て
登
録
で
き
、

平
成
31
年
３
月
末
現
在
の
登
録
者
は

２
９
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
で
は
熊
本

県
益
城
町
に
、
平
成
28
年
台
風
10
号
大

雨
等
災
害
で
は
本
県
岩
泉
町
に
、
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
岡
山
県
倉
敷

市
に
派
遣
さ
れ
、
現
地
で
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
民
間
主
導

で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
全
国
で
も
先
駆
的

な
組
織
で
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

る
等
の
大
規
模
災
害
時
に
、
被
災
市
町

村
か
ら
の
要
請
や
被
害
状
況
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
チ
ー
ム
派
遣
の
必
要
が
あ

る
と
県
が
認
め
た
場
合
、
現
地
に
派
遣

さ
れ
、
１
チ
ー
ム
４
〜
６
名
の
編
成
に

よ
り
、
避
難
所
等
で
災
害
時
要
配
慮
者

の
福
祉
・
介
護
等
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
応

制
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、「
都
道
府

県
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
施
設

等
関
係
団
体
な
ど
の
官
民
協
働
に
よ
る

『
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
構

築
す
る
も
の
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

り
、
全
国
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
現
在
「
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー

ム
」
の
支
援
活
動
実
績
が
あ
る
都
道
府
県

は
７
自
治
体
で
、
他
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
の
組
成
又
は
研
修
実
施
と
な
っ
て
お

り
、
取
組
状
況
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
た

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
と
も
に
、

研
修
内
容
や
チ
ー
ム
員
の
資
質
の
均
質

化
、
活
動
の
標
準
化
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
長
引
く
避
難
生
活
に
、
要
配

慮
者
等
に
二
次
被
害
（
生
活
機
能
の
低
下

や
介
護
度
の
重
度
化
）
が
生
じ
る
な
ど
の

問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
災
害
初
期
か
ら
の
福
祉
ニ
ー
ズ

の
的
確
な
把
握
と
、
可
能
な
限
り
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

り
、
厚
生
労
働
省
は
、
全
国
に
お
い
て
緊

急
時
の
福
祉
支
援
体
制
の
構
築
を
推
進
す

る
た
め
、
各
都
道
府
県
が
取
り
組
む
べ
き

基
本
的
な
内
容
と
し
て
、
平
成
30
年
５
月

に
、「
災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
の
整
備
に

向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
必
要
な
支
援
体

全
国
の
動
向

台
風
第
19
号
災
害
に
伴
う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
県
内
沿

岸
部
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
10
月
13
日
に
県
社
協
災
害
対
策
本
部
を
、
14
日
に
県

社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
被
害
や

被
災
者
支
援
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
14
日
朝
か
ら
職

員
に
よ
る
調
査
チ
ー
ム
３
班
６
名
を
沿
岸
被
災
地
に
派
遣

し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
床
上
、
床
下
浸
水
を
始
め
、
家
屋
へ
の
土

砂
の
流
入
が
多
数
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
被
災
市
町
村
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
現
在
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
活
動
は
お
お
む
ね
終
了
し
、
今
後
の
ニ
ー
ズ
は
、
順

次
通
常
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

岩手県内の災害ボランティアセンター設置・活動状況

　
10
月
11
日
〜
12
日
、
盛
岡
市
内
で「
令
和

元
年
度
岩
手
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
員

登
録
研
修
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
チ
ー
ム
へ
の
登
録
を
目
指

す
方
に
、
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
研
修
の

初
め
に
チ
ー
ム
創
設
ま
で
の
経
緯
が
説
明

さ
れ
、
チ
ー
ム
の
必
要
性
や
意
義
、
活
動

目
的
、
活
動
内
容
等
、
基
本
的
な
内
容
に

つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
岩
手
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
推
進
機

構
及
び
チ
ー
ム
の
組
織
に
関
す
る
説
明
が

あ
り
、
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
が
時
間

を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
被
災
地

に
派
遣
さ
れ
た
際
の
活
動
状
況
の
説
明
で

は
、
受
講
者
は
ひ
と
き
わ
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　
東
北
福
祉
大
学
総
合
福
祉
学
部
　
都
築

光
一
教
授
を
講
師
に
迎
え
た
図
上
訓
練
で

は
、
被
災
地
で
の
活
動
経
験
が
あ
る
チ
ー

ム
員
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
、
大
規

模
災
害
発
生
時
の
活
動
場
面
を
想
定
し
た

演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
は
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
初
動
対
応
、
出
動
時

の
流
れ
や
留
意
事
項
の
講
義
を
受
け
た

後
、
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
、
災
害
対
策
本
部
と
の
折

衝
場
面
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
様
々

な
ケ
ー
ス
で
の
要
配
慮
者
へ

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
研
修
の
受
講
修
了
者
は

チ
ー
ム
員
と
し
て
登
録
さ

れ
、
今
後
、
実
際
の
活
動
に

備
え
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

等
に
よ
り
技
術
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

岩
手
県
災
害
派
遣

福
祉
チ
ー
ム

（
岩
手
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）と
は

 ホームページ
http://www.iwate-shakyo.or.jp/

活動内容・連絡先等の最新情報は、岩手県社会福祉協議会ホームページ又はFacebookにて
ご確認ください。

 Facebook
https://www.facebook.com/iwateshakyo.saigai.info/

宮古市

久慈市

釜石市

山田町

岩泉町

田野畑村

普代村

野田村

合計

18

1

6

14

1

40

350

261

11

63

2

39

8

734

506

462

179

114

1

83

43

1,388

130

132

151

93

9

15

104

11

645

1,196

1,778

1,419

841

32

200

698

168

6,332

10

8

1

19

64

10

1

75

市町村名 災害ボランティアセンター設置
場所（令和元年10月末時点）

住家被害の状況（単位・棟／令和元年11月12日現在） ボランティア活動状況
（令和元年11月17日現在）

全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 支援完了
件数

ボランティア
活動人数

イーストピア宮古
（宮古市宮町1-1-30）

久慈市役所
（久慈市川崎町1-1）

シープラザ釜石
（釜石市鈴子町22-1）

山田町保健センター
（山田町八幡町3-20）

岩泉町社会福祉協議会
（岩泉町森の越4-14）

災害ボランティアセンター設置
8か所

島越地区コミュニティセンター
（田野畑村松前沢1-115）

普代村自然休養村管理センター
普代村社会福祉協議会
（普代村第13地割字普代169-1）

野田村保健センター
野田村社会福祉協議会
（野田村大字野田17-107）

令
和
元
年
度
岩
手
県
災
害
派
遣

福
祉
チ
ー
ム
員
登
録
研
修
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